
　　　　 YES

 　　　　NO

  認定対象者は、被保険者の三親等内の親族、
  内縁関係の配偶者（配偶者が死亡後も含む）
  の父母及び子のいずれかですか？

 認定対象者は、主として被保険者により生計を
 維持していますか？
 また、被保険者には経済的な扶養能力が
 継続的にありますか？

　認定対象者の年収は被保険者の年収の1/2未満
　ですか？

 認定対象者の収入は、60歳未満は年間130万円
 未満（月額換算で108,333円未満）、60歳以上又は
 59歳以下の障害年金受給者は年間180万円未満
 （月額換算で150,000円未満）ですか？

　認定対象者は、雇用保険等の受給中以外の方ですか？

 雇用保険等の受給額の日額が、60歳未満は
 3,611円未満、60歳以上又は59歳以下の障害
 年金受給者は5,000円未満ですか？

基準額は毎年、その時の経済状況や社会的背景を勘案し理事会で定めたものとする。

その他注意事項

被扶養者になる可能性があります

 被保険者は、毎月、定額（認定対象者の収入以上、
 かつ当該収入との合計額が基準額　　　　以上となる
 金額）を認定対象者の 預金口座に振込んでいますか？

被扶養者の判定チャート

　　認定対象者は、被保険者の直系尊属、配偶者（内縁関係を含む）、子、孫及び兄弟・姉妹のいずれかですか？

 認定対象者と被保険者は進学や出産による場合を
 除き、同居していますか？

 認定対象者と被保険者は進学や出産による場合を
 除き、同居していますか？（住民票が同一に限る）

（平成27年12月18日）

被扶養者の資格はありません

原則として、被保険者の他に優先すべき扶養義務者がいないこと。他に扶養義務者がいる場合には、年間収入の多い方（仕送り
の場合は、仕送り額の多い方）の被扶養者とする。
また、夫婦共働きの場合には、被扶養者の員数にかかわらず、年間収入の多い方の被扶養者とする。

判定にあたっては、このチャートの他、「法令等」「被扶養者認定基準」等を充分に考慮し慎重に実施する。なお、被扶養者の認定
を行うことが実態と著しくかけ離れたものとなり、かつ、社会通念上妥当性を欠くと組合が判断した場合には、認められないことが
ある。 下記「その他注意事項」参照

認定対象者が被保険者の両親の片親である場合は、生計を一にするその両親の収入合計をもって認定対象者の収入とする。
また、認定対象者が士業の資格を有し、その事業を開業している場合は、原則として認定しないものとする。
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